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ア
ン
ト
ナ
ン

ア
ル
ト
ー
に
お
け
る

「
残
酷
劇
」「4
(D 

昨
日
戸
爪
小
爪
伊
丹
同
．

0

0-
(D 

ド圃＂＂＇

~ 

。
H
1．Z
山
口
一
い
か
に
つ
い
て

水

戸

多

苦

雄

わ
れ
わ
れ
は
今
日
ア
ン
ト
ナ
ン
・
ア
ル
ト

l

の
叫
び
に
無
感
無
覚
で
い
ら
れ
ょ
う
か
？
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そ
れ
は
、
た
し
か
に
病
め
る
人
間
の
叫
び
で
は
あ
る
が
、
そ
の
低
俗
さ
に
我
慢
の
な
ら
な
い

世
界
に
投
げ
乙
ま
れ
た
頑
固
一
徹
な
一
人
の
人
間
の
苦
痛
の
表
明
で
も
あ
る
の
だ
。

(1
) 

ハJ
H
L

・
ア
ル
マ
ン
・
ラ
ロ
シ
ュ
、
「
ア
ン
ト
ナ
ン
・
ア
ル
ト
！
と
そ
の
影
」
）

(2
>

一
九
四
四
年
秋
、
雑
誌
A
フ
ォ
ン
テ

l

ヌ
V
と
は
、
二
号
続
き
で
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
プ
ル
ト
ン
の
ジ
エ
ラ
l

ル
・
ド
・
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
論
を
掲
載
し
た
が
、
乙
れ

を
ロ
デ
ス
の
病
舎
で
読
ん
だ
ア
ル
ト
l

は
、
翌
年
の
三
月
七
日
附
で
、
同
紙
編
集
長
マ
ッ
ク
ス
・
ポ
ル
・
フ
l

シ
ェ
気
付
で
、
ル
ブ
ル
ト
ン
宛
に
手
紙
を
送
り

彼
の
、
不
ル
ヴ
ァ
ル
論
を
展
開
し
な
が
ら
、
自
分
の
生
涯
を
、
不
ル
ヴ
ァ
ル
の
生
涯
の
傍
ら
に
感
じ
続
け
て
い
る
乙
と
を
告
白
し
、
さ
ら
に
「
シ
メ

l

ル
」
の
詩
人

が
「
溢
死
を
遂
げ
た
こ
と
、
彼
が
自
ら
夜
明
け
に
街
燈
に
ぷ
ら
下
っ
た
こ
と
、
自
殺
が
時
間
の
支
配
に
対
す
る
抗
議
以
外
の
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
を
忘

（3
〉
ド
ウ

l
プ
ル
（4
）

れ
ま
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
八
残
酷
劇
V
の
主
張
を
中
心
と
し
た
「
演
劇
と
そ
の
影
」
に
お
さ
め
ら
れ
た
彼
の
文
章
は
、
ラ
シ
l

ヌ
以
来
の
心
理
主
義
的
演



劇
と
、
か
、
ふ
る
演
劇
を
存
続
せ
し
め
て
い
る
西
欧
文
明
へ
の
抗
議
で
あ
り
、
審
判
で
あ
り
、
A残
酷
劇
V
は
、
生
き
な
が
ら
社
会
的
自
殺
者
F
E

宣
伝
含

Z

ω
O
の
目
。
芯
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
ア
ル
ト
ー
か
ら
最
後
ま
で
離
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
予
言
的
な
執
念
で
あ
る
。

註
－3 

。
同
・
同
・
・
円
、
．
〉
『

B
m
E
E

吋
R
Z
H

〉
ロ
件
。
巳
ロ
〉
旦
宮
内H
2
8

ロ
門
日o
z
E
0・
宗
門
戸
空m
R

－
E
E
S
E
2
5
3

ロ
F
P
E
E
－
H】
・
5
0
・

の
0
0
『
m
g
F
巾
σ吋
2
0
ロ

H
F
o
n

－h叩
仏
内
田
町
、
にs
h
w
z
h
H
F・
〉
－n
E
B
F
司
O
ロ
ユ
m
E
o
Z
0
・
主
湖
国O
H
M件。s
r
o
S

岳
山
円
〉
－
n
E
H
E
O仏
吉
田
凡
官
、
角
川
同
芯
H

《
h
a

畑
町
、
遣
。3
2
2
y

明
。
ロ
区
ロ0
・
Z
0
・
F
R
E
σ
5
5

邑
・

〉
ロ
件
。
巳
ロ
〉
民
営
同
円
四
日
ω
ロ
吋
－g
n
z
s

町
2

・
叶
A
L
D
E－
－2
0
・
N
N・
h
x
b
z
s
・

F
開
寸
国
間
〉
叶
河
問
問
、
吋
ω
o
z
u
c
c
E
l
開
・
Z
－
m
・
司
－n
o
－
－on
片
山Oロ
宮

E
B
2
U
r
s
a－
同M阻
止
少
の
住
吉
阻
止
・5
ω
∞
・
白
5
5
p
g
E
Z

田
円
〉
ロ
件
。
ロ
山
口
〉
E
E

－

Z
B
O
H
J
コ
P
E
Pの
包
】
即
日RP
E
S
－

2 4 

<
5
>

A
残
酷
劇
V
の
第
一
宣
言
が
発
表
さ
れ
た
の
は
一
九
三
二
年
の
と
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
に
ア
ル
ト
l

は
十
余
年
に
わ
た
っ
て
演
劇
活
動
の
体
験
を
重
ね

詩
作
を
試
み
、
ま
た
短
期
間
で
は
あ
っ
た
が
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
運
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
或
る
意
味
で
は
、
最
も
深
く
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
生
き

た
稀
有
の
詩
人
で
あ
っ
た
。
少
年
の
頃
か
ら
神
経
の
疾
病
に
起
因
す
る
苦
痛
に
苛
な
ま
れ
な
が
ら
、
ボ
ー
ド
レ
l

ル
の
影
響
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
詩
作

(6
>

の
筆
を
と
り
は
じ
め
た
（
最
も
古
い
も
の
は
一
九
二
二
年
、
即
ち
詩
人
が
十
七
才
の
頃
の
作
と
い
わ
れ
、
て
い
る
）
彼
は
、
第
一
次
大
戦
の
勃
発
に
よ
り
軍
隊
に

送
ら
れ
た
が
、
た
ち
ま
ち
夢
遊
病
患
者
と
し
て
兵
役
を
免
じ
ら
れ
、
以
後
一
年
余
に
わ
た
っ
て
ス
イ
ス
で
療
養
生
活
を
送
っ
た
。
一
九
二

O
年
、
生
地
マ
ル
セ

- 32 -

ー
ユ
を
去
っ
て
パ
リ
に
出
る
と
、
演
劇
に
惹
か
れ
、
最
初
は
リ
ュ
ネ
・
ポl
の
一
座
（
叶
広
忠
日
常
で
白
5
2

）
に
加
わ
っ
て
端
役
を
受
持
ち
、
次
い
で
面
識

を
得
た
ジ
ェ
ミ
エ
に
よ
り
、
ア
ト
リ
エ
座
を
創
設
し
た
ば
か
り
の
シ
ャ
ル
ル
・
デ
ュ
ラ
ン
に
紹
介
さ
れ
（
一
九
二
二
）
、
ア
ト
リ
エ
座
の
仕
事
に
熱
中
し
た
。

彼
は
デ
ュ
ラ
ン
の
下
で
俳
優
を
つ
と
め
た
の
み
な
ら
ず
、
装
置
の
面
で
も
佳
作
を
の
こ
し
（
P
5
0
8
ロ

H
E
i
o
o

え

5
8

話
。
）
、
以
後
、
つ
ね
に
彼
自

身
の
側
の
障
壁
（
精
神
障
碍
や
気
質
）
と
、
相
手
（
社
会
的
現
実
）
の
側
の
障
壁
と
に
よ
っ
て
、
彼
が
他
に
求
め
得
な
か
っ
た
社
会
と
の
接
点
と
な
っ
た
演
劇

は
、
乙
の
ア
ト
リ
エ
座
時
代
に
基
礎
を
置
い
た
も
の
で
あ
る
。

デ
ュ
ラ
ン
と
識
り
合
っ
た
乙
ろ
の
彼
に
は
友
人
が
ぞ
く
ぞ
く
と
ふ
え
て
い
っ
た
。
マ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
コ
ブ
、
ア
ン
ド
レ
、
マ
ソ
ン
、
ミ
シ
ェ
ル
・
レ
リ
ス
、

画
家
ホ
ア
ン
・
ミ
ロ
、
画
商
のD
・

H

・
カ
ン
ヴ
ェ
レ
ル
、
演
出
家
ピ
ト
エ
フ
ら
が
ア
ル
トl
の
周
辺
に
あ
っ
て
、
彼
の
詩
作
に
注
目
し
て
い
た
し
、
彼
自
身



は
映
画
へ
の
出
演
に
も
多
く
の
時
間
を
割
い
た
（
彼
の
映
画
出
演
は
、

一
九
二
四
年
四
月
ご
ろ
に
イ
ヴ
オ
ン
ヌ
・
ジ
ル
嬢l
療
養
先
で
識
っ
た
少
女
画
家
ー
に

そ
の
こ
ろ
か
ら
、
彼
は
後
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ジ
ャ
リ
劇
場
創
立
の
夢
を
抱
い
て
い
た

宛
て
た
手
紙
に
よ
る
と
、
生
活
費
の
獲
得
が
目
的
の
よ
う
で
あ
る
）
。

が
、
一
九
二
四
年
に
は
、
か
ね
て
興
味
を
寄
せ
て
い
た
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
と
接
し
、
同
時
に
ル
イ
・
ア
ラ
ゴ
ン
、
ロ
ベ
ー
ル
・
デ
ス
ノ
ス
、
ロ
ジ
ェ
・
ヴ
ィ

ト
ラ
ッ
ク
を
識
っ
た
彼
は
、
即
刻
自
発
的
に
彼
ら
の
運
動
に
加
わ
り
、
あ
た
か
も
機
関
誌

A
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
革
命
V
の
発
足
の
時
期
で
も
あ
っ
た
の
で
、

(8
) 

同
誌
の
有
力
な
執
筆
者
の
一
人
と
な
っ
た
。
例
え
ば
A
シ
ェ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
革
命
V
第
三
号
は
彼
の
単
独
編
集
に
よ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

一
九
二
六
年
、
は

ゃ
く
も
プ
ル
ト
ン
・
グ
ル
ー
プ
と
彼
の
聞
に
は
険
悪
な
空
気
が
湧
き
上
り
、
彼
が
よ
う
や
く
社
会
と
の
唯
一
の
接
点
と
し
て
確
保
し
た
ば
か
り
の
演
劇
の
仕
事

ー
当
時
は
俳
優
ー
が
、
し
ば
し
ば
、
グ
ル
ー
プ
の
批
判
の
対
象
と
な
り
、
ア
ル
ト
！
に
と
っ
て
は
決
し
て
譲
る
こ
と
の
で
き
な
い
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
契
機
と

し
て
の
演
劇
を
め
ぐ
り
、
両
者
は
完
全
に
対
立
し
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
ア
ル
トl
は
ア
ラ
ゴ
ン
、
ブ
ル
ト
ン
、
エ
リ
ュ
ア
l

ル
ら
の
共
産
主
義
へ
の
加
担
に

同
調
す
る
乙
と
を
拒
み
、
ヴ
ィ
ト
ラ
ッ
ク
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ス
ウ
ポ
！
と
共
に
グ
ル
ー
プ
か
ら
除
名
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
間
の
経
緯
は
モ
l

リ
ス
・
ナ
ド

ハ9
〉

l

の
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
歴
史
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ア
ル
ト
！
と
プ
ル
ト
ン
の
友
情
は
生
涯
を
通
じ
て
漁
る
乙
と
な
く
、
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九
三
六
年
の
メ
キ
シ
コ
旅
行
の
後
、
二
人
は
完
全
に
和
解
し
た
の
で
あ
る
。

（
叩
）

乙
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
運
動
と
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ジ
ャ
リ
劇
場
の
実
現
、
と
り
わ
け
デ
ュ
ラ
ン
一
座
と
の
協
力
を
経
て
、
ア
ル
ト
l

は
ジ
ャ
ン
・
ル

イ
・
パ
ロ
i

、
ジ
ャ
ン
・
ヴ
ィ
ラ
！
ル
、
ロ
ジ
ェ
・
プ
ラ
ン
、
ア
ダ
モ
フ
そ
の
他
第
二
次
大
戦
後
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
る
多
く
の
演
出
家
、
俳
優
、
青
年
作

家
た
ち
と
緊
密
な
関
係
を
結
ぶ
に
い
た
っ
た
。
そ
し
て
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
よ
る
劇
作
家
の
代
表
と
見
ら
れ
る
ヴ
ィ
ト
ラ
ッ
ク
と
共
に
創
立
さ
れ
た
ジ
ャ
リ

劇
場
の
時
代
に
、
来
る
べ
き
残
酷
劇
の
構
想
が
す
で
に
芽
生
え
、
演
劇
に
お
け
る
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
革
命
の
方
向
が
明
ら
か
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
。
「
Aア

ル
フ
レ
ッ
ド
・
ジ
ャ
リ
劇
場

V
以
後
に
お
い
て
は
、
演
劇
は
も
は
や
舞
台
の
限
ら
れ
た
空
聞
に
追
い
込
ま
れ
た
か
の
閉
ざ
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
環
境
の
あ

ら
ゆ
る
要
請
や
デ
フ
ォ
ル
マ
シ
オ
ン
に
従
い
、
偶
然
が
そ
こ
で
権
利
を
回
復
す
る
真
の
行
為
（
ア
ク
ト
）
と
な
る
乙
と
を
目
指
す
。
演
出
や
脚
本
は
絶
え
ず
信

用
の
上
に
あ
ぐ
ら
を
か
く
こ
と
な
く
、
修
正
の
対
象
と
な
り
、
数
夜
の
間
隔
を
置
い
て
訪
れ
る
観
客
は
決
し
て
同
じ
上
演
を
眼
に
す
る
こ
と
が
な
く
な
る
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
ジ
ャ
リ
劇
劇
は
い
わ
ゆ
る
演
劇
と
は
絶
縁
し
、
そ
の
上
に
、
精
神
が
大
き
な
役
割
を
果
す
内
的
必
然
に
服
従
す
る
で
あ
ろ
う
；
：
：
そ
の
よ



う
な
演
劇
の
外
側
の
枠
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
深
遠
な
存
在
理
由
も
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
ジ
ャ
リ
劇
場
の
演
出
は
勝
負
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
観
客
が
参
加
す

る
ト
ラ
ン
プ
の
勝
負
の
よ
う
に
熱
っ
ぽ
く
な
ろ
う
。
ジ
ャ
リ
劇
場
は
人
生
が
忘
れ
た
り
、
医
し
た
り
、
表
現
で
き
ず
に
い
た
り
す
る
も
の
を
、
人
生
の
中
に
あ

（
日
）

ら
わ
す
べ
く
努
め
る
で
あ
ろ
う
。
」

乙
の
一
文
に
も
、
や
が
て
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
ラ
シ
l

ヌ
以
来
の
伝
統
的
演
劇
、
つ
ま
り
書
か
れ
た
作
品
の
支
配
か
ら
演
劇
を
解
放
し
、
閉
ざ
さ
れ
た

舞
台
の
中
で
読
み
上
げ
ら
れ
る
人
関
心
理
の
葛
藤
を
の
ぞ
く
と
い
っ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
の
ぞ
き
趣
味
か
ら
観
客
を
引
は
な
し
、
観
客
を
活
き
活
き
し
た
演
劇
行

為
叶
即
応
段
門
0
・R
Z

に
参
劃
さ
せ
よ
う
と
す
る
、
ア
ル
ト
l

的
残
酷
劇
が
か
な
り
は
っ
き
り
と
予
告
さ
れ
て
い
る
。

（
ロ
）

医
師
ル
、
不
・
ア
ラ
ン
デ
ィ
と
イ
ヴ
オ
ン
ヌ
・
ア
ラ
ン
デ
ィ
夫
人
の
一
九
二
九
年
十
二
日
十
二
日
附
の
回
状
に
よ
る
と
、
〈
ジ
ャ
リ
劇
場

V
の
初
興
行
は
、

少
ゴ
1

－
一
ユ

ル
ト
i

作
「
燃
え
る
腹
ま
た
は
狂
っ
た
母
親
」
、
ロ
ジ
ェ
・
ヴ
ィ
ト
ラ
ッ
ク
作
一
，
恋
の
神
秘
」
、
ロ
ベ
ー
ル
・
ア
ロ
ン
作
「
子
沢
山
」
の
三
本
で
行
わ
れ
、
か
な

ア

り
好
評
で
あ
っ
た
が
、
収
獲
と
し
て
残
っ
た
も
の
は
財
政
上
の
赤
字
で
あ
っ
た
。
財
政
難
の
上
に
稽
古
用
の
劇
場
に
も
事
欠
き
な
が
ら
ジ
ャ
リ
劇
場
は
し
き
り

に
宣
言
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
発
行
し
て
運
動
の
継
続
を
ば
か
り
、一
九
二
八
年
末
か
ら
年
を
越
し
て
一
月
五
日
ま
で
に
行
な
わ
れ
た
最
終
公
演
（
ロ
ジ
ェ
・
ヴ
ィ

（
臼
）

ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
作
「
夢
」
、
ゴ
リ
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ト
ラ
ッ
ク
作
、
「
ヴ
ィ
ク
ト
l

ル
ま
た
は
子
供
天
下
」
）
に
至
る
聞
に
、
ク
ロl
デ
ル
作
「
真
昼
の
分
割
」
（
一
幕
の
み
）
、

キ
l

の
原
作
に
よ
る
革
命
映
画
、
プ
ド
フ
キ
ン
演
出
の
「
母
」
を
劇
化
し
た
脚
本
の
三
作
を
上
演
し
た
後
、
主
宰
者
た
ち
の
努
力
も
む
な
し
く
、
〈
ア
ル
フ
レ

ッ
ド
・
ジ
ャ
リ
劇
場
V
は
姿
を
消
す
と
と
に
な
っ
た
。

一
文
な
し
の
ア
ル
ト
l

は
、
ル
イ
・
ジ
ュ
ヴ
ェ
の
演
出
助
手
を
つ
と
め
、
あ
る
い
は
さ
ま
ざ
ま
な
映
画
に
出
演
し
た
り
し
て
、
糊
口
の
資
を
得
な
が
ら
、
講

演
を
打
っ
て
歩
き
、
そ
の
中
で
独
特
の
演
劇
観
を
展
開
し
、
演
劇
改
革
論
を
弘
め
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
講
演
の
テ
ク
ス
ト
は
、
つ
ぎ
つ
ぎ
にA新
フ
ラ
ン
ス

（M
）
（
臼
〉
（
日
目
）

評
論
V
（N
・
R

・
F

・
）
誌
に
掲
載
（
「
演
劇
と
ペ
ス
ト
」
、
「
演
出
と
形
面
上
学
」
、
「
錬
金
術
的
演
劇
」
）
さ
れ
た
が
、
一
九
＝
二
年
の
植
民
地
展
覧
会
の
折

（
口
）

に
パ
リ
島
演
劇
の
上
演
を
見
る
に
お
よ
ん
で
、
ア
ル
ト
l

ば
重
要
な
エ
ッ
セ
エ
「
パ
リ
島
劇
に
つ
い
て
」
を
執
筆
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
エ
ッ
セ

（
四
）

「
二
十
世
紀
に
お
い
て
演
劇
に
関
し
て
書
か
れ
た
最
も
重
要
な
著
作
と
い
わ
れ
、
今
後
も
な
お
演
劇
に
ひ
そ
や
か
な
影
響
を
与
え
る
と
お
も
わ
れ
る

エ
が
、

「
演
劇
と
そ
の
影
」F
o
己
忌
詑
3
2
8

ロ
仏
o
z
z
o
の
中
核
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。



註
5

F
O
叶
r
b
m
w
昨
日
常
－
”
の
2
2
F

同M
H
o
s－m
同
冨
自
民
g
F
U
Z
O
E
O

－r
m
g
c
m

司
E
E

包
括
（
Z
0
・
M
M。
・
τ
円

R
H
o
σ店
店

ω
N・
）
と
の
宣
言
の
書
き
出
し
に
つ
い

て
は
、
ア
ル
ト
l

は
最
大
の
配
慮
を
傾
け
、
ジ
ャ
ン
・
ポ
l

ラ
ン
、
ア
ン
ド
レ
・
ロ
ラ
ン
ド
・
ル
ネ
ヴ
ィ
ル
ら
に
何
度
も
意
見
を
問
い
、
推
敵
に
推
敵
を
重
ね
た
。
な
お
現

在
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
に
よ
る
数
種
の
コ
ピl
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
目
下
刊
行
中
のN
・

R
・

F

・
版
全
集
で
は
、
と
の
宣
言
が
「
演
劇
と
そ
の
影
」
の
一
部
と
し

て
、
第
四
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

同v
s
－o
叶
r
b
S
Eロ
H
H
∞
句
。
｜
出
品
∞
－
L
ロ
の
岳
山
o
a
r

－
釦
（U
O
B
u
m
m
巳
o

冨
色
。
－z
o
m
g
g

円
四
＼
』
o
g
a
F
o巳
∞
∞
R

吋
E
F
ロ
B
N
N
－N
ω
日
《
〉

E
o
E
ロ
〉
尽
き
向
田
2

－o

ロ
O
R
O
H
O
B
宮
》
・
（
以
下
の
－m
－
∞
と
略
記
）

F
m
河
A
Z
o－c
片
山Oロ
ω
ロ
R
E
－
－20

（
口
町R
R
C

同
国
H
E
R
B
Z
S

巳
0
0

時
四
g
V
E
Z
M
M
h
E帥
・
）
・
一
九
二
四
年
十
二
月
一
日
創
刊
、
一
九
二
九
年
十
二
月
十
五
日
附
、
第

十
二
号
（
プ
ル
ト
ン
の
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
第
三
宣
言
」
掲
載
）
で
終
刊
。

ア
ル
ト
l

は
と
の
号
に

E
E
S
ω
E
F
2
2
2

島
町
田
口
ロ
吉
岡
田
伊
丹
E
F
S

志
向E
m
p

－
－E
H
2
8
2

同M
a
o－
－
－E5
m
O
B
E
E

－E
S
P

－
釦
戸
皇
居
釦
長

岡
山8
－g

含
∞

S
E
E

－
－
釦F
0
2吋
O
B
M
Z
E
R
E
2

宮
内
田
円
山
g

〉
回
口g

骨
司
0
5

な
ど
を
書
い
た
が
、
グ
ル
ー
プ
の
承
諾
を
経
て
発
表
さ
れ
た
の
で
、
全
集
第
一
巻

に
お
さ
め
ら
れ
た
と
れ
ら
の
文
章
は
結
局
共
同
執
筆
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

冨
m
W
C
片
山8
2

邑
g
ロ
日
出
宮
包
括
門
吉

ω
日
芯
色
町
B
0
・
3
ユ
m
－
n
o
R
F
司
自
ロ
宮
町
E
F
F
2
0

（H
V
H
E
o
ロ
田
内
山
口ω
2
5
・
5
2

・
u
－
N
g
l
u－
N
g
・
な
お
プ
ル
ト
ン
の

「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」
を
参
照
の
と
と
。

叶
r
b伊
丹
店
〉
民
同
町
内
回
T
H
q
k
関
す
る
宣
言
そ
の
他
の
ア
ル
ト
ー
に
よ
る
文
章
に
つ
い
て
は
、
ガ
リ
マ
l

ル
版
全
集
第
二
巻
を
参
照
。

叶
広
曾
B
K

向
日
仏
同
日q
－
ω
3
8
5
N

∞
・

ロ
時
間
g
b

〉
口
町
ロ
身
一
U
Z
B
O
ペ
〈
。
ロ
ロO
〉
ロg

門
ぞ
・
と
の
二
人
は
《
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ジ
ャ
リ
劇
場
》
の
資
金
確
保
の
た
め
に
奔
走
し
た
。

一
九
二
八
年
六
月
二
日
、
「
夢
」
初
演
当
日
、
ア
ル
トl
の
政
治
的
腐
敗
を
な
じ
る
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
・
グ
ル
ー
プ
が
妨
害
行
動
に
出
て
、
大
混
乱
に
陥
り
、
遂
に
警
察

の
介
入
を
招
い
て
、
。
フ
ル
ト
ン
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
サ
ド
ゥl

ル
そ
の
他
数
名
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
が
逮
捕
さ
れ
た
。
彼
ら
は
警
察
に
よ
る
逮
捕
は
ア
ル
ト
！
の
予
謀
が
原

因
で
あ
る
と
ア
ル
ト
ー
を
非
難
し
た
が
、
と
の
事
件
を
契
機
に
彼
と
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
は
決
定
的
に
扶
を
分
っ
と
と
に
な
っ
た
。
（
司
白
－c
－o
叶
広
〈
g
E
H
5
8
1

5
昌
一
－
－
n
・
悶
・
∞
－
よ
り
）

F
O
叶
広
m
w
H
R
a
s
p
m
R
は
、
一
九
三
三
年
四
月
に
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
で
行
っ
た
講
演
の
テ
ク
ス
トo
F
釦

Z
O
E
O
－r
何
m
g
o
F
g
m包
括
（
2
0
・
N
ω
ω－
R
E
V
5
5
ω
C

K
掲
載
。

F
m
B
町
田o
g
n
b
R
E
F

宮
公
印
刷
》
｝

H
3
5
5
も
ま
た
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
に
お
け
る
講
演
（
一
九
三
一
年
十
月
）
o
F
白

Z
・
戸
匂
・
2
0
・
M
N
H
L
Z
F
4
H
F
2
5お
に
掲
載
。

F
O
叶
y
b
m
w
神
話
〉
－n
E
S
S
E－
エ
ス
パ
ニ
ア
語
に
翻
訳
巴
叶
B
R
O

〉
E
巳
B
W
O
と
題
し
て
ブ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス
の
雑
誌

ω
口
同
（Z
0
・
p
o
z
o
o
E
ω
N・
〉
ロ
。
ロ
〉

に
発
表
さ
れ
た
。
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ω
E

－o

叶
広
酔
昨
日
出
血
ロ
ロ
曲
目
印
の
前
半
は
叶
広

m
w
H
B切
と
山
口
同
日
夕
世
－
．

2
v
o
m
E
o
ロ
の
o
－g
E
o

と
題
し
、
戸
白
Z
・
岡
山
・
戸
Z
0
・
N
H戸
τ
”

R
Z
σ
B
E

出
に
発
表
さ
れ

た
。
寸
志
m
K
B
P
－
・m
g
z
E
0・
3
H
F
∞
c
n
F
2・n
r
g
S
F
5
8

の
著
者
マ
l

チ
ン
・
エ
ス
リ
ン
は
、
ア
ル
ト

l

の
《
残
酷
劇
》
理
論
は
パ
リ
島
演
劇
に
よ
っ
て
結
晶
し

た
と
い
っ
て
い
る
。

T
B
・
戸
内
】
巳
回
切
R
E
C
F
H
F

・

r
o
B
B
o
p
b伊
丹H
O
i

－
－
－Lロ
－2

の
・
戸
田
－w
M
V
R
F
E曲
目
E
S
・

18 さ
き
に
、
ア
ル
ト
l

が
他
に
求
め
て
得
ら
れ
な
い
社
会
的
現
実
と
の
た
Y

一
つ
の
接
点
と
し
て
の
演
劇
と
い
う
表
現
を
用
い
た
が
、
精
神
障
碍
に
悩
ま
さ
れ

続
け
、
常
に
ゴ
ッ
ホ
や
、
不
ル
ヴ
ァ
ル
を
兄
弟
と
感
じ
な
が
ら
、
苦
渋
に
満
ち
た
生
涯
を
送
り
、
西
欧
文
明
の
堕
落
の
意
識
に
追
い
ま
わ
さ
れ
て
い
た
彼
に
と
っ

て
、
生
を
追
及
す
る
道
は
、
彼
の
A残
酷
劇
V
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
ア
ル
ト
！
の
残
酷
劇
を
問
題
に
す
る
場
合
に
、
常
に
念
頭

に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
乙
と
は
、
彼
が
生
の
追
及
を
続
け
る
た
め
に
設
定
し
た
目
標
と
し
て
の
残
酷
劇
と
そ
の
分
身
と
し
て
、
つ
ま
り
演
劇
理
念
と
し
て

の
残
酷
劇
の
交
錯
共
存
の
認
識
で
あ
る
。
残
酷
劇
を
ア
ル
トl
の
演
劇
理
論
と
し
て
の
み
取
扱
う
な
ら
ば
、
残
酷
劇
の
実
現
性
は
、
今
後
久
し
く
望
む
べ
く
も

な
く
、
理
論
と
い
う
よ
り
は
夢
と
し
て
片
附
け
去
ら
れ
る
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
そ
こ
に
彼
の
生
と
密
接
不
可
分
な
も
の
が
あ
る
故
に
、
演
劇
技
術
論
を
超
え- 36 ー

た
現
代
文
明
批
判
の
性
格
が
強
く
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

「
残
酷
の
演
劇
は
、
現
代
の
特
徴
を
示
す
動
揺
と
不
安
に
呼
応
す
る
素
材
や
主
題
を
選
ぷ
で
あ
ろ
う
。
残
酷
の
演
劇
は
、
固
有
の
方
式
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り

世
界
の
経
済
的
、
効
用
第
一
主
義
的
、
技
術
的
な
方
向
へ
の
地
す
べ
り
に
反
対
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
代
演
劇
が
、
偽
り
の
文
明
人
の
仮
面
の
下
に
か
く
し

て
し
ま
っ
た
本
質
的
で
偉
大
な
関
心
事
を
、
偉
大
な
情
熱
を
再
び
さ
か
ん
に
す
る
：
：
：
性
格
も
感
情
も
す
っ
か
り
割
切
ら
れ
て
し
ま
う
心
理
的
人
聞
を
捨
て
、

法
律
に
従
い
、
宗
教
と
道
徳
的
規
律
に
よ
っ
て
変
形
さ
れ
て
し
ま
っ
た
社
会
的
人
聞
に
で
も
な
く
、
残
酷
の
演
劇
は
、
全
体
的
人
間
（

E
。
自
g
o
g
E

）
に
話

（
国
）

し
か
け
る
よ
（
A残
酷
の
演
劇
〔
第
二
宣
言
V）

現
代
の
特
徴
を
示
す
動
揺
と
不
安
と
に
最
も
敏
感
な
人
間
と
は
、
ア
ン
ト
ナ
ン
・
ア
ル
ト
ー
そ
の
人
で
あ
り
、
生
の
残
酷
を
充
分
に
生
き
よ
う
と
す
る
の
が

彼
な
ら
ば
、
残
酷
の
演
劇
を
媒
介
と
し
て
人
生
の
現
実
に
自
己
挿
入
を
は
か
る
全
的
人
聞
を
目
指
し
て
い
る
の
も
彼
で
あ
る
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
は
、
そ
の



ル
プ
レ
ザ
ン
タ
シ
才M

（
却
〉

注
目
す
べ
き
論
文
又
残
酷
劇
V
と
上
演
の
閉
鎖
」
の
中
で
「
残
酷
劇
は
上
演
で
は
な
い
。
人
生
の
上
演
不
可
能
な
も
の
の
中
に
あ
る
人
生
そ
の
も
の
で

あ
る
。
人
生
は
上
演
の
上
演
不
可
能
な
起
源
な
の
だ
」
と
い
い
、
ア
ル
トl
自
身
は
「
で
す
か
ら
、
八
生
V
と
い
う
か
わ
り
に
、
さ
も
な
け
れ
ば

A必
然
V
と
い

う
か
わ
り
に
、
〈
残
酷
V
と
い
っ
た
の
で
す
。
」
（
全
集
第
四
巻
、
言
葉
に
関
す
る
手
紙
（
ジ
ャ
ン
・
ポ
l

ラ
ン
宛
の
第
三
の
手
紙
、
二
ニ
七
ペ
ー
ジ
）
と
述
べ

て
い
る
が
、
乙
の
残
酷
劇
｜
ア
ル
ト
！
と
人
生
と
の
接
点
ー
は
ま
た
、
演
劇
史
の
新
た
な
エ
ポ
ッ
ク
を
予
告
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

生
に
触
れ
る
た
め
に
、
言
語
（
文
字
に
書
か
れ
、
固
定
化
さ
れ
た
言
語
）
を
破
壊
し
、
演
劇
を
創
る
乙
と
、
ま
た
は
古
代
大
衆
の
祝
祭
的
演
劇
の
よ
う
な
形

西
欧
の
演
劇
を
ア
ル
ト
l

が
受
け
と
っ
た
形
で
の
パ
リ
島
の
演
劇H
東
洋
の
演
劇
の
よ
う
な
形
に
作
り
直
す
乙
と
乙
そ
、
人
間
と
人
間
の
可
能
性
と
の
習
慣
的

な
限
界
を
撤
廃
し
、
現
実
と
人
間
の
境
界
を
無
限
に
拡
げ
、
演
劇
を
喪
失
か
ら
救
出
し
、
不
断
の
創
造
に
変
え
る
と
い
っ
た
主
張
が
、
「
演
劇
と
そ
の
影
」

の

序
文
A演
劇
と
文
化
V
の
中
に
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
主
張
の
前
提
に
は
、
演
劇
喪
失
の
意
識
が
ま
す
ま
す
そ
の
像
を
拡
大
し
て
行
く
。
そ
乙
で
、
演
劇

ぜ
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
残
酷
劇
上
演
に
関
し
て
は
、

の
回
復
は
い
か
に
す
れ
ば
可
能
か
と
い
う
問
題
に
移
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
問
題
に
対
す
る
答
は
、
ア
ル
ト
1

自
身
の
信
条
で
あ
る
と
い
う
他
は
な
い
。
な

ハ
幻
〉

一
九
三
五
年
、
彼
自
身
が
シ
エ
リl
お
よ
び
ス
タ
ン
ダ
l

ル
か
ら
取
材
し
た
「
チ
エ
ン
チ
一
族
」
（
こ
れ

- 37 ー

は
残
酷
劇
の
前
段
階
で
あ
る
）
に
関
す
る
記
録
し
か
持
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

「
演
劇
の
目
的
は
、
社
会
的
、
心
理
的
な
葛
藤
を
解
決
し
た
り
、
道
徳
的
な
情
熱
に
戦
場
を
提
供
し
た
り
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
隠
れ
た
真
実
を
客
観
的
に

表
現
し
、
積
極
的
な
動
作
に
よ
っ
て
、
生
成
と
め
ぐ
り
合
う
諸
形
態
の
中
に
埋
も
れ
て
い
る
真
実
の
ひ
そ
や
か
な
そ
の
部
分
を
、
明
る
み
に
出
す
乙
と
で
あ

（
沼
）

る
」

生
成
と
め
ぐ
り
合
う
諸
形
態
云
々
は
、
換
言
す
れ
ば
、
演
劇
を
そ
の
原
初
的
な
使
命
に
戻
し
、
心
理
や
道
徳
の
側
に
で
は
な
く
、
宗
教
的
、
形
面
上
学
的
な

面
に
置
き
か
え
、
演
劇
を
宇
宙
の
神
秘
と
融
合
さ
せ
る
乙
と
で
あ
る
。
か
く
て
演
出
家
は
、
妖
術
や
魔
術
の
利
用
を
つ
ね
に
心
が
け
、
神
話
を
創
造
す
る
乙
と

に
よ
っ
て
観
客
に
真
実
を
開
示
し
、
観
客
の
内
部
に
お
い
て
、
生
の
基
底
に
あ
る
混
沌
の
意
識
を
め
ざ
め
さ
せ
る
乙
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

「
わ
れ
わ
れ
は
自
由
で
は
な
い
。
大
空
は
い
つ
わ
れ
わ
れ
の
頭
上
に
落
ち
て
く
る
か
も
知
れ
ぬ
。
演
劇
は
先
づ
そ
れ
を
わ
れ
わ
れ
に
教
え
て
く
れ
る
た
め
に

あ
る
の
だ
。
問
題
は
、
果
し
て
わ
れ
わ
れ
が
近
代
的
、
今
日
的
な
手
段
で
、
古
代
の
偉
大
な
悲
劇
作
家
た
ち
が
物
語
っ
た
神
話
の
背
後
に
あ
る
詩
お
よ
び
演
劇



（
お
〉

に
よ
る
詩
に
関
す
る
高
い
観
念
に
戻
れ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
：
：
：
」

（
担
）

「
そ
こ
で
、
私
が
演
劇
に
お
い
て
提
唱
す
る
の
は
、
現
代
の
精
神
分
析
学
で
再
び
取
上
げ
ら
れ
た
あ
の
魔
術
的
な
基
本
観
念
に
戻
る
こ
と
で
あ
る
：
：
：
」

ア
ル
ト
！
の
脳
裡
で
は
、
演
劇
の
っ
と
め
は
、
旧
態
依
然
た
る
出
来
合
い
の
道
徳
的
、
心
理
的
、
社
会
的
な
限
界
を
遥
か
に
越
え
た
形
面
上
学
的
な
つ
と
め

な
の
で
あ
っ
て
、
彼
が
「
演
劇
と
そ
の
影
」
の
中
で
、
何
度
と
な
く
繰
返
し
て
残
酷
劇
を
提
唱
す
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
っ
て
、
残
酷
劇
こ
そ
は
人
間
の
条
件

の
不
安
定
と
無
意
識
の
秘
密
を
明
か
に
し
て
く
れ
る
も
の
な
の
だ
。

ユ
ベ
ク
タ
イ
ル

「
あ
ら
ゆ
る
上
演
の
基
底
に
残
酷
の
要
素
が
な
け
れ
ば
、
演
劇
は
不
可
能
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
今
日
の
よ
う
に
堕
落
し
た
状
態
に
あ
る
と
き
に
は
、
肌

（
お
）

を
と
お
し
て
形
面
上
学
を
精
神
の
中
に
達
せ
し
め
る
他
は
な
い
。
」

こ
の
よ
う
な
演
劇
形
面
上
学
説
は
、
常
に
神
話
、
妖
術
、
魔
法
、
呪
術
と
絡
み
あ
い
な
が
ら
、
ア
ル
ト
l

の
詩
学
を
組
み
あ
げ
て
行
く
。
し
か
し
、
ア
ル
ト
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ー
は
こ
の
よ
う
に
し
て
構
成
さ
れ
た
詩
学
に
よ
っ
て
何
を
語
い
あ
げ
よ
う
と
い
う
の
か
？

彼
は
何
も
謡
お
う
と
は
思
わ
な
い
。
黒
い
力
が
勝
ち
誇
る
悪
の
季

節

Z
Z
E

宮
内
山
口
自
色
l

彼
の
肉
体
に
ま
つ
わ
る
ド
ラ
マ
を
知
る
者
に
と
っ
て
は
、
彼
の
生
涯
は
悪
の
季
節
以
外
の
何
で
あ
っ
た
ろ
う
ー
に
、
奇
怪
な
太
陽

（
部
）

の
光
を
浴
び
て
、
演
劇
へ
の
省
察
を
め
ぐ
ら
し
な
が
ら
、
不
毛
の
大
地
に
影
を
落
す
ア
ン
ト
ナ
ン
・
ア
ル
ト
l

自
身
を
見
据
え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の

辺
に
ま
た
、
彼
が
演
劇
と
ペ
ス
ト
を
対
比
し
、
激
し
い
調
子
で
演
劇
ペ
ス
ト
論
を
展
開
す
る
理
由
が
ひ
そ
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

ロ
U『
ω
g

－E

［
F
o
p
b
b
昨
日
］g
E
E
o
e
s
z

胃
2
0
ロ
ロ
0
8
2
0

仏
語
円
g
m
o
Z
B芯
円
。
仏
．5
0
Z
Z

ロ
加
。
告
。
ロ
白
色
。
。A
V己
m
O
B
E
o

a
g
o
－o
E
自
己
－O
E

－
－F
B句
。
印
明
日
巴

o

自
の
目
。
仏0
4
芯
ロ
ロo
E
Z
E

針
。
。
ロ
匂
ロ
♀
円
。
色
。
目
。
ロ
仲
ロ
。
同
自
色
・
（

F
O
叶
回
忌
仇
伊
丹
円
。
。
件
目
印
刷

M
g
z
・
）

（
演
劇
の
中
に
は
ベ
ス
ト
と
同
じ
よ
う
に
一
種
異
様
な
光
が
輝
い
て
い
る
。
そ
れ
は
異
常
に
強
烈
で
、
困
難
な
と
と
、
い
や
不
可
能
な
と
と
だ
さ
え
、
急
に

わ
れ
わ
れ
の
正
常
な
要
素
に
な
る
）
［
〈
演
劇
と
ペ
ス
ト
V］
。

「
演
劇
と
そ
の
影
」
の
中
核
に
な
る
残
酷
劇
に
は
、
以
上
で
触
れ
た
魔
術
（
神
話
、
呪
術
）
と
形
面
上
学
の
ほ
か
に
、
演
出
と
い
う
問
題
も
加
わ
っ
て
い

る



大
抵
の
場
合
、
ア
ン
ト
ナ
ン
・
ア
ル
ト
l

は
、
演
劇
に
お
け
る
分
節
言
語
や
対
話
を
排
除
す
る
。
つ
ま
り
分
節
言
語
や
書
か
れ
た
対
話
の
優
位
は
、
文
学
に

よ
る
演
劇
の
支
配
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
別
の
い
い
方
を
す
れ
ば
、
対
話
と
は
｜
｜
書
か
れ
、
話
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
｜
｜
特
に
舞
台
に
属
し
て
い
は

し
な
い
。
そ
れ
は
本
ピ
2
0

の
言
語
な
の
だ
。
彼
が
残
酷
劇
の
条
件
と
す
る
の
は
、
舞
台
と
は
、
物
理
的
、
具
体
的
な
場
所
で
あ
っ
て
、
そ
の
場
所
を
一
杯
に

し
、
そ
れ
に
具
体
的
な
言
語
を
語
ら
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
具
体
的
言
語
は
、
言
葉
に
従
属
せ
ず
、
五
官
に
訴
え
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
て
、
ま
づ

ポ
エ
9
1

分
節
言
語
の
詩
を
、
空
間
の
詩
に
置
き
か
え
る
こ
と
を

感
覚
を
満
足
さ
せ
る
べ
き
だ
、
と
い
い
た
い
の
で
あ
る
。

可
能
な
ら
し
め
る
し
、
空
間
の
詩
も
、
語
の
イ
メ
ー
ジ
に
相
当
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
イ
メ
ー
ジ
を
創
造
し
う
る
と
ア
ル
ト
l

は
主
張
す
る
。
線
や
、
形
や
、
．

シ
ー
ニ
ユ

色
ゃ
な
ま
の
ま
ま
の
状
態
に
あ
る
オ
ブ
ジ
ェ
（
も
の
）
な
ど
の
結
合
に
よ
っ
て
創
ら
れ
る
形
態
の
ほ
か
に
、
記
せ
に
よ
る
言
語
に
属
す
る
空
間
の
詩
の
一
形
態

乙
の
言
語
は
ハ
感
覚
に
直
接
訴
え
る
）
、

が
存
在
す
る
。
乙
の
記
号
に
よ
る
言
語
、
身
振
り
や
態
度
に
よ
る
言
語
は
、
単
語
や
文
章
の
役
割
を
呆
す
の
み
な
ら
ず
、
思
想
、
精
神
の
姿
勢
、
自
然
の
様
態

を
あ
ら
わ
し
、
結
局
は
人
聞
が
象
形
文
字
化
す
る
場
合
が
あ
る
。
そ
し
て
人
間
を
他
の
事
物
と
同
様
に
形
態
化
し
、
象
形
文
字
と
し
て
空
間
の
詩
を
語
ら
せ
る

の
も
演
出
家
の
役
割
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
分
節
言
語
も
、
す
べ
て
排
除
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

- 39 -

司
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E
E
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ω
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Z
E
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E
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g

凹

O
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戸m
E
g
円
四OZ
Z

同
g
o
z
b
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o
．
0
位
。
ロ
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口
g
g
E
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円
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円
】O
E
ロ
m
ω
m
o
m
o
g
－ω

向
。
円
目
。
門
目
。
－

A
Z
C
K
F
Z吋K
F叶
H
O
Z・
（F
ω
B
2
0
0
ロ
切
の
ゆ
ロ
ゆ
え
Z
B
A
広
告
－q
巴
告
0

・
白
雪
円
。
的
。
。
自
主
主

g
L
・

同
〈
－w
H
M・
印
。
）

「
フ
ラ
ン
ス
実
験
劇
」
吋
宮
民
間
足
立
自g
E
F
g

片
岡O
E
p
s
n
o
w巴
巴
2
2
q

え
の
色
町

O
B
E
p
o
s

－
5
8

・
の
著
者
、
「
の
－p
g
w
o

は
、
こ
の
一
節

ア
ノ
均
ン
タ
シ
オ
ノ
マ
リ
ノ
ッ
ク

を
マ
ラ
ル
メ
の
そ
れ
に
比
し
て
い
る
が
、
演
劇
に
お
い
て
は
す
べ
て
が
呪
術
の
力
、
魔
術
の
力
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
作
家
の
言
葉
や
論
理
の

独
占
支
配
か
ら
免
れ
る
も
の
を
、
喚
起
し
、
暗
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
神
な
る
支
配
者
H

劇
作
家
を
追
放
し
た
演
劇
で
上
演
の
責
任
を
負
う
も

の
は
、
演
出
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
（
但
し
こ
こ
で
い
う
上
演
と
は
忍
包
F
g
z
oロ
で
あ
っ
て
お
匂
芯
g
E
E
Z

ロ
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ア
ル
ト
ー
に
あ
っ
て
は



真
の
演
劇
と
は
生
き
て
い
る
演
劇
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
つ
ね
に
秤
に
か
け
ら
れ
て
い
る
も
の
は
生
で
あ
っ
て
、
俳
優
も
二
度
と
同
じ
動
作
を
し
な
い
。
生
き
て

い
る
も
の
ぽ
匂
円
。
g
E

を
円
0
・
匂
円
。
∞

g
Z

円
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
は
円
。
志
E
E

ロ
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
な
の
だ
。
）
演
出
こ
そ
、
文
字
に

レ
ア
リ
ザ
シ
オ
ン

書
か
れ
、
語
ら
れ
る
戯
曲
よ
り
も
は
る
か
に
演
劇
な
の
で
あ
っ
て
、
演
出
と
上
演
、
演
劇
の
中
で
特
に
演
劇
で
あ
る
も
の
を
、
脚
本
に
従
属
さ
せ
る
よ
う
な

演
劇
は
、
白
痴
の
演
劇
、
狂
人
の
、
性
倒
錯
者
の
、
文
法
学
者
の
、
反
詩
人
の
、
実
証
主
義
者
の
演
劇
、
つ
ま
り
は
西
欧
的
な
演
劇
、
言
語
に
隷
属
す
る
演

ハ
幻
〉

劇
で
あ
る
と
彼
は
極
論
す
る
の
で
あ
る
。
戯
曲
へ
の
迷
信
と
作
家
の
専
制
を
拒
否
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
古
い
民
衆
的
上
演
目
。
名
R
Z

己
0
3

匂
巳
包
円
。

を
見
出
す
た
め
に
、
感
受
性
を
と
ら
え
る
古
く
試
練
を
経
た
魔
術
的
な
手
段
】gi
o
長
田

0
3
5
8
3
5
Z
E
E
ω

忠
告
g

を
と
り
も
ど
し
、
強
烈
な
色
彩
、

ザ
リ
ユ
イ

光
、
音
、
振
動
、
痘
輩
、
三
次
元
の
象
形
文
字
で
あ
る
俳
優
を
駆
使
し
、
物
質
的
に
観
客
を
包
み
、
光
と
映
像
と
運
動
と
騒
音
の
不
断
の
ゆ
あ
み
の
中
に
ひ
き

止
め
て
お
く
こ
と
、
そ
れ
が
残
酷
劇
の
演
出
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

ロ
σ

目
。
目
。
ρ
尺
ロ
ロ
イ
ω
ロ
同
印
刷
】
虫
色
。
同
】

E
g
z
o

の
の
ロ
句
。

ω

門
回
目
百
回
目
、
聞
協
同
）
町
耐
の

0
・
ロ
ロ
ぜ
ω
z
g

匂
釦
国
色
。
円
。
匂
戸
ロ
戸
内
田

O

匂
z
o
o
i
門
問
。
内
田
何
回
ロ
帥
円
。
回
目
邑
件
。

z
z
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Z
E
E

－
伊
丹
b
E

印
刷
湾
立
与
2

円
・
（02
3
2
8

自
立
件
。
タ
ゲ
弓
・
℃
－H
臼
・
）

人
生
と
演
劇
と
の
聞
に
、
歴
然
と
し
た
断
絶
や
分
離
的
で
な
い
演
出
を
、
パ
リ
島
の
儀
式
的
で
し
か
も
宗
教
的
で
な
い
民
衆
劇
（
［
わ
ゆ
〕
岳
愈
同

5
3

富

E
F

（
却
）

2
8

ロ

g
n

円
。
）
の
中
に
見
出
し
た
ア
ル
トl
は
、
そ
れ
に
純
粋
演
劇
F
o
F
B
同
B
H
M
E

の
名
を
冠
し
た
。
し
か
し
、
乙
と
で
い
わ
れ
て
い
る
純
粋
演
劇
は
、

民
衆
劇
で
あ
る
と
と
も
に
、
舞
台
芸
術
に
独
特
の
言
葉
で
な
い
言
語
、
動
き
と
、
身
振
り
と
、
衣
装
と
、
装
飾
と
、
音
楽
お
よ
び
光
な
ど
か
ら
成
る
儀
式
の
言

語
を
語
り
、
そ
の
俳
優
H

踊
子
は
明
確
な
精
神
的
な
意
味1
1

ー
乙
の
意
味
は
語
ら
れ
る
言
語
に
は
翻
訳
不
可
能
で
あ
る
ー
ー
が
、
高
度
の
水
準
に
お
い
て
人
間
・

に
傷
痕
を
残
す
ほ
ど
に
強
い
衝
撃
を
加
え
る
祝
祭
で
も
あ
る
の
だ
。
そ
し
て
、
乙
れ
が
祝
祭
で
あ
る
か
ぎ
り
、
そ
の
演
劇
は
政
治
的
な
意
味
を
お
び
て
く
る
。

従
っ
て
神
聖
（
神
な
き
神
聖
）
で
な
い
演
劇
、
4口
早
某
に
特
権
的
地
位
を
与
え
る
演
劇
、
演
劇
創
造
か
ら
観
客
を
締
め
出
す
演
劇
、
政
治
的
行
為
と
し
て
の
側

面
を
持
た
な
い
演
劇
も
ま
た
、
残
酷
劇
と
な
る
資
格
を
喪
失
す
る
の
で
あ
る
。
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F
g
n
g
n
r
白
Z
4
2
聞
の

O
B
E
b
S
F
Z
B
O〈・
E

江
田
・
のω－
－g
R

仏
・
初
演
当
時
の
新
聞
に
よ
る
と
、
上
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
折
込
で
八
ペ
ー
ジ
分
の
ア
ル
トi
の
文
章

が
配
布
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
実
物
は
保
存
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
日
で
は
内
容
不
明
。

叶
Z
営
B
o
z
o
ロ
E
2

昨
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S
R
O
O
R
E
g
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Q
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円
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∞
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仏
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匂
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戸
匂
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件
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咽
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叶

S
S
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－
吉
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・F
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－
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・
ロ
∞
・

口
同
同
－eF・
〉
同B
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門
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〉
ロ
件
。
巳
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尽
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門
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。
仲
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O
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門
目
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u
・
5
∞
・

叶
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神
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a
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目
ρ
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・
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白
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8
B
U
E
E
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ロO
Z
印
刷
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E
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O
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ロ
0
5
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3
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旦
宮
内
山g
F
P
B

何
回
仏O
H
V
A川h亡
、
町
、
足
、
．

N
・
：
：
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－g

∞
巳
5
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弘
巳
ぽ
g
P
2
2
F
1
5
2

同
品
目
。
江
m
c
o
c
p
－w
E
b
o門
日
ロH
V
E
守
旬
、
N
F
3
5
r
F
B

昨
日
切
と
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回
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B
U
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一
九
三
三
年
、
第
一
宣
言
の
具
体
化
を
目
指
し
て
株
式
会
社
残
酷
劇
場ω
。
。
5
b

〉
g
a
B
O

含
叶
広
忠
話
。

F
E
C
2
2

拡
を
設
立
し
た
ア
ル
ト
l

は
、

（
却
）

第
一
宣
言
に
お
い
て
、
残
酷
劇
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
披
露
し
て
あ
っ
た
も
の
の
、
過
渡
的
な
上
演
の
必
要
を
痛
感
し
、
「
チ
ェ
ン
チ
家
の
人
び
と
」
を
準
備
し

た
。
彼
は
乙
の
台
本
を
専
ら
演
出
の
目
的
の
た
め
に
書
い
た
の
で
あ
っ
て
、
「
少
く
と
も
、
乙
乙
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
乙
れ
は
演
出
の
た
め
に
書
か
れ
た
最
初
の

台
本
で
あ
ろ
う
」
と
い
い
、
ま
た
本
格
的
残
酷
劇
と
の
差
違
に
つ
い
て
は
、
「
〈
チ
ェ
ン
チ
家
の
人
び
とV
に
は
マ
ネ
キ
ン
人
形
が
参
加
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し

（
叩
）

て
私
は
脇
に
外
れ
て
は
い
る
が
象
徴
的
な
コ
l

ス
を
経
て
、
残
酷
劇
に
合
流
す
る
の
だ
」
と
つ
け
足
し
て
い
る
。
フ
ォ
リ
l

・
ワ
グ
ラ
ム
劇
場
で
一
九
三
五
年

五
月
六
日
か
ら
十
六
回
の
上
演
を
行
っ
た
の
ち
「
チ
ェ
ン
チ
家
」
は
舞
台
か
ら
消
え
去
り
、
ア
ル
トl
の
蹟
き
が
ま
た
一
つ
重
な
っ
た
。
真
の
演
劇
は
常
に
危

険

F
E

お
2

を
と
も
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
演
劇
と
は
即
時
的
無
償
性

E
m
g
Z
志
即
日

B
E
E
Z

で
あ
る
と
い
う
彼
も
、
彼
が
生
z
i
o

を
創
ろ
う

と
し
た
と
乙
ろ
に
芸
術
E
E

を
認
め
た
が
る
燕
尾
服
の
男
た
ち
に
は
抗
す
べ
く
も
な
か
っ
た
。
「
単
純
と
秩
序
と
が
支
配
し
て
い
る
と
と
ろ
で
は
、
演
劇
も
劇



も
あ
り
得
な
い
と
思
わ
れ
る
。
本
当
の
演
劇
は
、
質
を
異
に
し
て
い
て
も
、
詩
と
同
様
に
、
哲
学
的
な
斗
争
の
後
に
、
形
成
さ
れ
る
一
つ
の
ア
ナ
ル
シ
ー
か
ら

ハ
日
）

生
れ
る
」
に
も
拘
ら
ず
、
ア
ル
ト
l

の
観
客
は
沸
騰
す
る
力
や
、
一
座
筆
の
表
象
に
は
無
縁
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
チ
ェ
ン
チ
家
の
人
び
と
」
上
演
最
終
凶
の
夜
、
ア
ル
トl
は
、
健
康
な
人
間
た
ち
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
と
無
理
解
の
た
だ
中
で
、
全
力
を
傾
け
尽
し
た
が
、
何

も
得
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。
残
酷
劇
の
実
現
は
遠
い
未
来
に
引
の
ば
さ
れ
、

「
人
間
」
、
「
社
会
」
、
「
自
然
」
、
そ
し
て
「
事
物
」
の
熱
狂
的
な
方
程
式

ロ
ロ
0
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門
店ρ
ロ
ω
丘
O

ロ
宮
白
色
。
ロ
ロ
山
口
件
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丘
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Z

（
円
。
叶v
b
h
X円。
仏
o
z
n
E
ω
E
A
Y
τ司
自
白
ロ
民g
z

・
E

7
J
カ
ン
タ
シ
オ
ン

の
解
決
は
容
易
に
得
べ
く
も
な
か
っ
た
。
久
し
い
以
前
か
ら
タ
ラ
ウ
マ
ラ
叶R
m
V
ロ
自
己
訟
の
呪
術
に
惹
か
れ

自
己
4
5

∞

g

目
立
宮
g
L
－
同
〈
－u・
5
3

一
九
三
六
年
は
、
純
血
種
の
人
間
た
ち
と
識
り
合
い
、
赤
い
大
地
と
接
す
る
た
め
に
メ
キ
シ
コ
に
渡
っ
た
。
待
望
の
奥
地
訪
問
の
見
透

（
担
〉

し
を
得
た
彼
は
友
人
宛
の
手
紙
に
「
ぼ
く
は
近
く
奥
地
に
行
く
た
め
メ
キ
シ
コ
市
を
離
れ
る
積
り
だ
。
ぼ
く
は
不
可
能
で
即
日

3
g
E
o
を
求
め
て
出
発
す
る
」

と
書
い
た
。
メ
キ
シ
コ
滞
在
中
の
動
静
に
つ
い
て
は
、
今
日
な
お
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
旅
行
は
〉
ロ
宮
百
円
宮
田
叶
ω
Z
E
B
R
B
Q
再
開
。
仏
．
2

・
5

お
）

て
い
た
ア
ル
ト
l

は

の
素
材
を
彼
に
提
供
し
た
。

無
一
文
で
フ
ラ
ン
ス
に
帰
っ
た
ア
ル
ト
l

は
一
九
三
七
年
、
占
星
術
に
濃
か
れ
た
狂
乱
の
態
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
渡
っ
た
も
の
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の
、
帰
路
誤
解
に
よ
る
事
故
で
精
神
異
常
者
と
判
定
さ
れ
、
以
後
九
年
間
に
わ
た
る
精
神
病
院
生
活
が
は
じ
ま
っ
た
。
戦
争
が
終
っ
て
一
九
四
六
年
の
五
月
、

友
情
に
文
え
ら
れ
て
パ
リ
に
戻
っ
た
彼
は
、
真
正
な
残
酷
劇
の
上
演
を
考
え
、
叫
び
と
粗
組
し
い
力
の
ス
ペ
ク
タ
ル
の
計
画
を
立
て
た
が
、
そ
の
こ
ろ
の
彼
の

演
劇
は
、
自
由
で
あ
り
生
で
あ
っ
た

F
O
岳
芯
可
0
・
へ
o
E
z
i
p
－ω
5
2

件
。
・
（
E
巳
叶
広
志
旦
ロ
日

H∞
ま
1
5

お
山
口
の
・
戸
国
・
）

一
九
四
七
年
、
苦
難
と
貧
窮
の
生
涯
の
終
り
に
近
く
、
凄
じ
い
形
相
の
ア
ル
ト
i

が
、
飾
り
の
な
い
ヴ
ュ
l

・
コ
ロ
ン
ビ
エ
座
の
舞
台
に
の
ぼ
っ
て
講
演
を

〈
泊
〉

行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
彼
の
根
元
的
世
界
で
あ
る
地
の
底
の
魔
術
、
幻
覚
に
操
ら
れ
る
彼
の
独
演
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
こ
そ
が
残
酷
劇
唯
一
無
二
の
上

演
で
あ
り
、
残
酷
劇
は
彼
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
に
演
じ
ら
れ
る
ほ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

今
日
、
残
酷
劇
の
書
「
演
劇
と
そ
の
影
」
は
、
不
条
理
劇
の
作
家
と
呼
ば
れ
る
作
者
た
ち
の
上
に
影
を
の
ば
し
、
何
人
か
の
傑
れ
た
前
衛
劇
演
出
家
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
モ
l

リ
ス
・
プ
ラ
ン
シ
ョ
が
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
「
ア
ル
ト

i

は
重
要
な
資
料
を
の
こ
し
て
い
っ
た
、
そ
れ
は
詩
学
以
外
の
何
も
の
で

も
な
い
」
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（
引
品
〉

の
で
あ
る
。
残
酷
劇
は
実
現
不
可
能
だ
と
多
く
の
人
々
は
い
う
。
ま
た
、
ジ
ャ
ン
・
ヴ
ィ
ラ
！
ル
の
よ
う
に
、
残
酷
劇
は
ユ

l

ト
ピ

（
泊
）

ツ
ク
で
は
な
い
と
い
う
演
出
家
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
残
酷
劇
の
主
張
を
盛
り
込
ん
だ
「
演
劇
と
そ
の
影
」
は
、
一
つ
の
詩
学
、
空
間
の
詩
学
と
し
て
残

同M
O岳
民a
z
o－
山
口
。
・
同
・
回
）

る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
残
酷
は
な
に
よ
り
ま
ず
明
断
で
あ
り
、

一
つ
の
厳
格
な
指
示
で
あ
り
、
必
然
へ
の
服
従
で
あ
る
（
ア
ル
トl
）
に
せ
よ
、
残
酷
の
呪

縛
に
舞
れ
た
ア
ン
ト
ナ
ン
・
ア
ル
ト

l

の
生
涯
ほ
ど
創
造
者
念
日
吉
円
唱
の
み
じ
め
さ
を
物
語
っ
て
い
る
も
の
は
な
い
。
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内
。

ポ
ー
ル
・
テ
ヴ
ナ
ン
の
引
用
に
よ
る
。
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